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目次（主な内容）空飛ぶ治療室
ドクターヘリの登場！！
　１０月１３日、渋川市立金島小学校で渋川広域消防本部とドクタ
ーヘリによる離着陸訓練と前橋赤十字病院高度救命救急センター
の特別講演会が開催されました。
　全校児童が見守る中、ドクターヘリが校庭に着陸。その後児童た
ちは、ドクターヘリ内部の見学や講演会を通して、ドクターヘリの役
割や救急医療の仕組みを学ぶことができました。（関連記事４Ｐ）
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こんなときはすぐに119番!!
●意識・呼吸がない、呼吸困難
●激しい胸痛、頭痛、腹痛がする
●やけどの範囲が広い
●頭を強打し、意識がはっきりしない
●けいれんが止まらない
●強い吐き気、繰り返しのおう吐
●大量の出血を伴う外傷
●交通事故、高所からの転落、水難事故
※その他いつもと様子が違う場合 救急車内へ傷病者を収容する訓練の様子

傷病者の症状が119番通報するほどではない場合は、こちらをご利用ください。

夜間に急な発病やけがなどをしたとき

救急車は必要ないが、症状にあった病院を知りたいとき

　救急車は、けがや急病などで、緊急に病院へ搬送しなければ
ならない傷病者のためのものです。緊急ではないのに救急車を
要請すると、その後、救急車を必要とする傷病者が発生した時
に、遠くの消防署から救急車が出動することになり救急現場へ
の到着が遅れ、救える命が救えなくなるおそれがあります。
　救急車を本当に必要とする人のために、適正利用についてご
協力をお願いします。

救急車の適正利用についてご協力を
救える命を確実に救うために

×自家用車がないから
×今日は入院の日だから
×救急車だと無料だから

×自分で病院を探すのが面倒だから
×救急車で行けばすぐに受診できるから
×首を寝違えた、突き指をした など

救急車の
誤った
利用例

救急テレフォンサービス　☎23－0099（24時間対応しています）

夜間急患診療所　☎23－8899
診療時間　毎日午後７時から午後１１時
診療科目　初期診療：内科、小児科、外科

夜間急患診療所

PP
（主）
高
崎・渋
川
線

至沼田

至伊香保

渋川市役所
至高崎

渋
川
駅

渋川市
社会福祉センター

市役所正面入口 市役所通り 熊野東　夜間急患診療所は、渋川市社会福祉センター（渋川ほっとプラザ）の
１階にあります。夜間に急な発病やけがなどをしたときにご利用ください。

　群馬県内の診療可能病院を電話で案内します。案内を受けた医療機関に行く場合は、必ず事前に電話で確認してか
ら受診してください。

のお知らせ
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住宅用火災警報器の
設置はお済みですか？

●住宅火災から大切な「いのち」を守るために
　　「住宅火災」により、全国で毎年900人を超
える方が亡くなっており、その原因の多くは
「逃げ遅れ」です。
　　住宅用火災警報器は火災の煙を早期に感知
して、あなたやあなたの家族の「いのち」を守
ります。

●住宅用火災警報器の普及状況　
　　渋川広域管内では、平成20年６月からすべ
ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務
づけられています。

　　しかし、渋川広域管内における住宅用火災警
報器設置普及率は、平成28年６月１日現在
74％という結果が出ており、全国の81％を下
回っています。空気が乾燥し、火災が心配され
るこの時季、まだ設置していない住宅は早急に
設置しましょう。

「いのち」
を守る

悪質な訪問販売にご注意を！悪質な訪問販売にご注意を！
　住宅用火災警報器の設置義務化に便乗した高額な価格、無理強い販売などを行う業者がいます。
　また、消防職員が住宅用火災警報器を販売することはありませんので、ご注意ください。もし契約し
てしまった後でも、状況によってはクーリングオフ制度を活用して契約の解除など行える場合があり
ます。群馬県消費生活センター（０２７ー２２３ー３００１）にご相談ください。
　国が定めた規格に適合した住宅用火災警報器には、日本消防検定協会が鑑定し
た「NSマーク」が表示されていますので、購入時の目安にしてください。住宅用火
災警報器は、まちの電器屋さんや家電量販店、ホームセンター、消防用設備取扱店
などで販売されています。

▲NSマーク

渋川広域消防本部 予防課　☎ 25 − 4193問い合わせ先

●取付が義務付けられているところ（寝室・階段）
●取付をおすすめするところ（台所・居室）

寝室
階段

寝室

台所
居室

設置場所などにつきまして、ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせください。

消防本部から
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消防隊の誘導により着陸した様子

　ドクターヘリは、傷病（事故・災害・急病）などの発
生から短時間のうちに医師の治療を開始する必要が
あるため、なるべく救急現場に近いランデブーポイ
ント（場外離着陸場）に着陸します。
　ドクターヘリが離着陸するときは、プロペラの回
転などによる騒音や強い吹き下ろしの風が発生しま
す。また、プロペラが回転しているヘリコプターに近
づくことは大変危険です。
　このため、ドクターヘリが離着陸する場合には、消
防隊が出動し安全の確保を行いますので、消防隊員
の指示に従うようにしてください。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

群馬DMATと合同訓練
　９月21日・22日の２日間、群馬県消防学校において災害対応能力の向上を目的として、群馬DMATとの
合同野営訓練が群馬県で初めて実施されました。
　訓練は、震災による建物倒壊で狭い空間に閉じ込められた人が発生したことを想定した救出訓練とライ
フライン寸断や建物被害などにより宿営場所が確保できないことを想定した野営訓練を実施しました。

しらゆり聖苑で
多数傷病者対応合同訓練
　９月13日、渋川広域斎場しらゆり聖苑の休苑日を利用し多数
傷病者対応合同訓練を実施しました。
　訓練は、大型バス事故により多数のけが人が発生したことを想
定し、他の消防本部と連携し、迅速・的確な傷病者の救出・救護活
動を実施できるよう各隊の消防活動技術の向上を図りました。

渋川広域消防本部  訓練報告

●DMATとは、大規模災害
や多数傷病者が発生した
事故などの現場で活動で
きる、機動性を備えた災害
派遣医療チームのことで
す。医師、看護師などから
構成されています。
　今回参加した群馬DMAT
は、渋川医療センター、利
根中央病院、済生会前橋病
院、群馬大学医学部附属病
院です。野営訓練で宿泊するエアーテントがれきに埋もれた空間を再現した訓練の様子

傷病者の状態を観察し、必要な処置を行う救急隊員

vol.83



避
難
誘
導
・

初
期
消
火
の

訓
練
を
行
い
、

渋
川
広
域
消

防
署
の
消
防

隊
が
は
し
ご

車
な
ど
を
活

用
し
て
、逃
げ

遅
れ
た
人
を

救
出
す
る
な

ど
の
連
携
訓

練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
、
渋
川
市
消
防
団
第
４
分

団
の
堀
込
杏
奈
さ
ん
と
佐
藤
美
幸
さ
ん
が
一
日

消
防
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
渋
川
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
防
火
啓
発
用
品
を
配
布
し
、
火
災
予
防
の
重

要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
本

部
で
の
火
災
想
定
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
（
11
月
９
日
か
ら
15
日
）
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

５

　

９
月
９
日
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

渋
川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
看
護
副
師
長　

八
塩
知

美
さ
ん
が
一
日
救
急
隊
長
を
務
め
ま
し
た
。

  

こ
の
行
事
は
毎
年
、
救
急
の
日
（
救
急
医
療

週
間
）
に
合
わ
せ

て
実
施
し
、
多
く

の
人
に
救
急
業
務

に
対
す
る
関
心
と

理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
地
震
に

よ
る
建
物
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
、
病
院
職

員
に
よ
る
通
報
・

最優秀賞
中学生の部

山田　千尋
渋川中学校　３年

高山　温
北橘中学校　３年

近藤　聡美　
榛東中学校   ２年

大森　一樹
豊秋小学校　３年

鹿野　栄司　
渋川西小学校   6年

最優秀賞
小学生の部

金井　美星
駒寄小学校 ６年

　
渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、住
民
の
防
火
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、広
域
圏
内
の
小
・
中
学

校
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
２
２
０

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
を
行
っ
た
結
果
、最
優
秀
賞
２
点
、優
秀
賞
４
点
、入
賞
38
点
が
入
選

し
ま
し
た
。最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
28
年
度  

渋
川
広
域
圏
内

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 
平
成
28
年
度  

渋
川
広
域
圏
内

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

優秀賞 優秀賞

▲はしご車に搭乗する１日救急隊長の八塩さん

▲火の取り扱いに注意を呼びかける
　堀込さんと佐藤さん

▲応急救護所でけが人を手当てする訓練の様子

▲消防職員の服装を点検する堀込さん（左）と佐藤さん（右）
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主
要
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

　

渋
川
地
区
広
域
圏
が
一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
広
報
「
広
域
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
組
合
事
業
の
情
報
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
構
成
市
町
村
の
特
徴
あ
る
緑
化
お
よ
び
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

に
助
成
を
行
う
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
火
活
動
推
進
事
業
と
し
て
懸
垂
幕
、
横
断
幕
、
火
災
予
防
運
動
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
作
成
し
、
防
火
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
掲
示
を

行
い
ま
し
た
。

●
救
急
医
療
事
業

　

休
日
在
宅
当
番
医
制
、
歯
科
在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
お
よ
び

夜
間
急
患
診
療
所
を
渋
川
地
区
医
師
会
と
渋
川
北
群
馬
歯
科
医
師
会
の
協

力
を
得
て
実
施
し
、
圏
域
住
民
の
常
時
診
療
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
し
た
。

●
火
葬
場
・
斎
場
事
業

　

圏
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
め
ざ
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
が
「
渋
川
広
域
斎
場
し
ら
ゆ
り
聖
苑
」
の
管
理
運
営
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
ご
み
処
理
事
業

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
処
理
業
務
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

運
転
管
理
業
務
の
す
べ
て
を
民
間
委
託
す
る
と
と
も
に
、
各
設
備
機
器
の

点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
稼
働
後
22
年
が
経
過
し
付
属
機
器
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
各
種
機
器
の
補
修
お
よ
び
更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
お
い
て
は
、
び
ん
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源

化
に
努
め
ま
し
た
。

●
し
尿
処
理
事
業

　

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
業
務
の
効
率
化
、
安
定
化
を
図
る
た

め
、
運
転
管
理
業
務
を
継
続
し
て
民
間
委
託
す
る
と
と
も
に
、
各
設
備
機

器
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
消
防
救
急
事
業

　

圏
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
各
種
火

災
予
防
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

車
両
で
は
、
本
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
と
連
絡
車
を
更
新
し
、
消
防

救
急
態
勢
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

  

県
内
６
消
防
本
部
等
で
実
施
し
て
き
た
消
防
救
急
無
線
共
同
整
備
事
業

で
は
、
指
令
機
器
等
整
備
、
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
庁
舎
改
修
等
を
行

い
、
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
教
育
関
係
事
業

　

圏
域
住
民
の
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
、

広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

一般会計決算
歳入合計 30億1,525万円　歳出合計 29億1,489万円

借入金の残高　26億8,301万円

　
平
成
27
年
度
の一
般
会
計
決
算
が
、広
域
組
合
議
会
10
月
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、経
費
の
節
減
を
図

り
な
が
ら
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
30
億
１
，５
２
５
万
円
、歳
出
29
億
１
，４
８
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

組合の借入金について 互助会（職員共済会）に対する助成の状況
（平成27年度）

項　　目 金額等

①互助会に対する助成金の額 143万円

②会員による掛金の額 214万円

③公費負担率①／(①+②) 40.1%

※助成金は、職員
の健康管理対策
（人間ドック費用の
一部助成）と職員
の団体保険掛金
（死亡弔慰金）に
使われています。

（平成28年９月30日現在）

組
合
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成

　年
度
決
算
報
告

27使用料及び手数料
２億2,250万円
（7.4％）

火葬場・斎場施設
5,820万円

消防施設・車両
6億1,417万円

歳
入
歳
出

分担金及び負担金
24億5,773万円
（81.5％）

組合債
1億700万円
（3.6％）

その他
　財産収入
　繰 越 金
　諸 収 入
2億1,086万円
（7.0％）

国庫支出金
1,649万円
（０．５％）

県支出金
67万円
（0％）

衛生費
9億6,928万円
（33.2％）

消防費
15億8,464万円
（54.4％）

総務費
1億5,254万円
（5.2％）

その他
　議 会 費
　労 働 費
　教 育 費
807万円
（0.3％）

公債費
2億36万円
（6.9％）

ごみ処理施設　２０億1,064万円
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2. 清掃センター排ガス　(空気中の濃度限度　セシウム－134 : 20Bq/㎥　セシウム－137 : 30Bq/㎥)

1. 清掃センター焼却灰・ばいじん　(埋立基準 : 8,000Bq/kg以下）

3. 小野上処分場放流水等　(公共水域の濃度限度　セシウム－134 : 60Bq/L　セシウム－137 : 90Bq/L)

採取媒体対象試料 試料採取日

検出せず
検出せず

検出せず
検出せず

検出せず
検出せず

検出せず
検出せず

セシウム-134
セシウム-137

セシウム-134
セシウム-137

放射能濃度核　　種 検出限界値放射能濃度合計

排ガス
（1号炉）
（2号炉） H28.9.7

H28.9.6 2Bq/㎥
ろ紙部

ドレン部

対象試料 試料採取日
セシウム-137セシウム-134

核　種
放射能濃度合計

61
282

61
250

検出せず
32

H28.9.6
H28.9.6

焼却灰
ばいじん

対象試料 試料採取日
セシウム-137セシウム-134

核　種
放射能濃度合計 検出限界値

H28.9.6放流水
H28.9.6地下水

検出せず
検出せず

検出せず
検出せず

検出せず
検出せず

10Bq/L
  2Bq/L

  
2. 小野上処分場1. 清掃センター

3. 榛東処分場

対象試料 試料採取日 測定結果(毒性等量) 基準値

0.037ng-TEQ/㎥NH28.8.17
3ng-TEQ/g

１ng-TEQ/㎥N

0.00036ng-TEQ/gH28.8.17焼却灰
排ガス（1号炉）

0.00011ng-TEQ/㎥NH28.7.20　〃　（2号炉）

対象試料 試料採取日 測定結果(毒性等量) 基準値

0.12pg-TEQ/LH28.7.20
1pg-TEQ/L

10pg-TEQ/L0.00034pg-TEQ/LH28.7.20放流水
地下水（上）

対象試料 試料採取日 測定結果(毒性等量) 基準値
10pg-TEQ/L0.0083pg-TEQ/LH28.7.20放流水

0.030pg-TEQ/LH28.7.20 1pg-TEQ/L地下水

0.033pg-TEQ/LH28.7.20地下水（下）

４. エコ小野上処分場
対象試料 試料採取日 測定結果(毒性等量) 基準値

1pg-TEQ/L0.019pg-TEQ/LH28.7.20地下水（下）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

放
射
能
測
定
結
果

全て基準値を
下回っています

清
掃
セ
ン
タ
ー
、小
野
上
処
分
場
の
放
射
能
濃
度
及
び

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
 

　

10
月
12
日
、
渋
川
市
立
南
雲
小
学
校

４
年
生
９
名
が
社
会
科
見
学
の
一
環
と

し
て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
巨
大
な
ご
み

ク
レ
ー
ン
で
ご
み
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
作

業
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
圧
縮
梱こ

ん
ぽ
う包
処
理
の
作

業
な
ど
を
見
学
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

な
が
る
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。  

▲ペットボトル圧縮梱
こ ん ぽ う

包処理作業を見学する様子

組合ホームページをご覧ください
渋川地区広域組合ホームページ
http://www.sknet.or.jp/

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況
報告書及び改善計画書を掲載しました。

渋川広域消防本部ホームページ
http://www.sknet.or.jp/fd/
渋消式火災防ぎょ戦術の動画集を掲載しま
した。
※渋消式火災防ぎょ戦術とは、「少ない人員」「少ない車両」「少ない資器材」で、
いかに効率良く消火活動できるかを追求した結果に生まれた戦術です。



●清掃センター　☎23－0460
１２月３１日(土)から１月３日(火)まで休みになります。
搬入できる時間は、午前８時３０分から午後４時３０分（１２時から１時を除く）
までですが、午前中は１２時、午後は４時３０分には退場できるよう余裕をもって
搬入してください。

　家庭ごみを直接搬入する場合
　　持参するもの……ごみを持ち込む方の住所が確認できるもの（免許証、保険証など）
　　ごみ処理手数料…２０キログラムにつき３００円

●環境クリーンセンター　☎23－3007
し尿等汲み取りの許可業者は右記のとおり休みになります。
年末のし尿汲み取りは、早めに許可業者へ依頼をしてください。

●しらゆり聖苑（火葬場・斎場）　☎30－3331
　１２月３１日（土）から１月３日（火）まで休みになります。なお、１２月３1日（土）が友引のため１２月３０日（金）の
　通夜式は行えません。火葬や施設利用の予約は、上記休みに関係なく２４時間電話で申込みができます。
　小動物の火葬予約は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。

許可業者名 電話番号 休業日
（有）渋川衛生社
（有）関東清掃社
伊香保運送（有）
（有）北群馬衛生社
（有）群馬サポート

☎22－0923
☎22－0294
☎72－2434
☎54－2768
☎54－2322

12/29～1/4
12/29～1/4
12/29～1/3
12/29～1/5　
12/29～1/4

　※伊香保運送(有)については伊香保地区内のみ、(有)群馬サポート
　　については榛東村内のみの取り扱いとなります。

▲直接搬入車両の渋滞の様子

▲群馬県消防ポンプ操法競技大会の様子

INFORMATION

発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課
　　　〒377-0007 渋川市石原1434‒1（☎0279-60-5200)

地域の皆さんの力が必要です ～消防団員募集中～
渋川広域圏市町村では、消防団への入団者を募集しています。
　消防団は、普段は自分の職業や学業を持ちながら、平常時には地域の防
火・防災の担い手として、また、災害発生時には、消火・警戒などの消防活動
を行い、地域の防災リーダーとしての役割を担っています。平成２８年１０月
１日現在、渋川広域圏内では８７７名が消防団員として活躍しています。
１．消防団の仕事は？
消防団は、地域で発生した火災の鎮圧や地震・風水害などの各種災害
の防ぎょ活動はもちろんのこと、災害が発生したときだけではなく、災害の予防広報活動など幅広い業務を
行っており、コミュニティーにおける防災の中心的な役割を担っています。

２．消防団員の身分は？
消防団員の身分は、非常勤（特別職）の地方公務員です。それぞれ自分の職業を持っている地域住民の方
々が、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えのもと、自らの意志で消防団に入団しています。 

３．消防団員の入団資格は？
広域圏内に居住、勤務または在学している１８歳以上の人ならば、男性でも女性でも入団できます。

４．入団を希望される方のお問い合わせ先
渋川市消防団　渋川市役所　防災安全課　　　　　　☎22－2130
吉岡町消防団　吉岡町役場　町民生活課生活環境室　☎54－3111
榛東村消防団　榛東村役場　総務課　　　　　　　　☎54－2211 

年末年始の休み

【再生紙を使用しています】

　年末は、家庭や事業所から持ち込まれるごみの量が非常に多くなり、施設や周辺道路の混雑が予想されます。
少量の家庭ごみの場合はお近くのごみステーションへの搬出をお願いします。

少量の家庭ごみの場合はお近くのごみステーションへ


